








S-D 雄ラットを用いて,その尿管・膀胱移行部の機能障害を惹起させることにより,逆流性

腎症モデルの作製を試みた。その結果,腎臓には Tamm-Horsfall 蛋白の間質への漏出を認め,

一部の例では糸球体に軽度の巣状分節状硬化病変が認められた。 


